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午前10時00分開会 

○議長（松山 力弥）  おはようございます。 

 寒い冬も大体過ぎ去ろうとして、暖かい日が続きますけども、まだいつ寒くなるか分かりませ

んけども、この定例会は日にちを要しますので、その開会中には体調を崩さないように審議いた

だきますよう、切にお願いいたします。 

 それでは、開会前に、広報特別委員会より会期中の議場内写真撮影の申出があっており、許可

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ただいまから令和７年第１回須恵町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

 まず、議会運営委員長に議会運営委員会の経過報告を求めます。７番、川口満浩君。 

○議会運営委員長（川口 満浩）  おはようございます。 

 令和７年第１回定例会、議会運営委員会の協議結果を報告いたします。 

 ２月２０日、木曜、午前１０時から議会運営委員会を開催いたしました。 

 今回提出された議案は２４件、諮問１件です。また、町長諸報告が１０件、閉会中の組合議会

報告４件でございます。 

 委員会付託につきましては、総務建設産業委員会１４件、文教厚生委員会３件、予算審査特別

委員会６件で、文教厚生委員会付託の議案第１８号については、両常任委員会の協議により、総

務建設産業委員会も審査に参加する連合審査会としております。 

 なお、議案第２５号から議案第２９号までの令和７年度各会計の予算の提出については、関連

議案のため一括議題といたします。 

 議案第１６号の外部規約の変更及び諮問第１号については、本日、提案理由の説明後、採決を

行います。 

 会期は、本日３月３日から３月２１日までの１９日間としております。 

 次に、日程でございますが、本日、当初本会議、終了後に広報特別委員会を開催いたします。

４日は、午前９時から工事施工案件の説明及び予算審査特別委員会、終了後、各常任委員会。

１０日、午前１０時から一般質問を行い、終了後に全員協議会を開催いたします。１１日、午前

９時から工事施工案件の説明後、各常任委員会。１２日、１３日、１７日及び１８日は、午前

１０時から予算審査特別委員会を開催いたします。２１日、最終本会議、終了後に広報特別委員

会を開催いたします。 

 以上、議会運営委員会の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会期の決定について 
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○議長（松山 力弥）  日程第１、会期の決定についてを議題とします。 

 第１回定例会の会期を、本日から３月２１日までの１９日間とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、第１回定例会の会期を、本日から３月

２１日までの１９日間と決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会議録署名議員の指名について 
○議長（松山 力弥）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１７条の規定により、６番議員、７番議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．町長諸報告 
○議長（松山 力弥）  日程第３、町長の諸報告を求めます。平松町長。 

○町長（平松 秀一）  皆さん、おはようございます。 

 ３月定例会を招集いたしましたところ、議員全員参加で本日を迎えられましたこと、感謝申し

上げます。 

 それでは、長くなりますけども、町長諸報告をさせていただきます。 

令和７年度一般会計当初予算について   

 まず初めに、令和７年度一般会計当初予算についてでございます。 

 令和７年度一般会計の歳入歳出当初予算の総額は１３６億９,０００万円で、対前年度当初予

算に比較いたしますと、７億９,０００万円の増額、伸び率はプラス６.１％で、１３０億円を超

える過去最高額となりました。 

 まず、歳入予算でございますが、町税につきましては、個人町民税は１７.６％の増、法人町

民税は増減がなく、固定資産税につきましては８.４％の増となっております。町税全体といた

しましては、９.８％の増で、３億３,０４０万円余りの増収を見込んでいるところでございます。 

 次に、地方交付税でございますが、令和７年度の地方財政計画においては、地方交付税の出口

ベースの交付額は、令和６年度比１.６％増の見込みとして計上されております。本町への交付

額は２３億２,１００万円ほどと見込んでおります。 

 次に、国庫支出金につきましては、児童手当国庫負担金や物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金、公立学校施設整備費国庫負担金などの増により、４８.９％の増、２５億１,００３万円、

都道府県支出金につきましては、障害者自立支援関係県負担金、施設型給付費等県補助金などの

増などによりまして、２.２％の増、１０億７,０００万円程度と見込んでおります。 

 寄附金のふるさと応援寄附金につきましては、昨年度と同額を計上いたしております。 
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 町債につきましては、須恵第二小学校校舎増改築事業債や緊急防災・減災事業債、多目的グラ

ウンド照明改修事業債、道路改良事業などの財源として、５億２００万円を計上いたしておりま

す。 

 なお、歳入歳出予算、収支不足の財源措置といたしましては、財政調整基金からの繰入金７億

８,０００万円で対応しております。 

 次に、歳出予算でございますが、まず人件費でございます。先に特別会計を含む全職員数の状

況を報告いたしますと、令和６年度末での退職者が３名、新規採用職員は６名の予定となりまし

て、全職員数は、フルタイム再任用職員４名、任期付職員１名を含めて１７３人の予定となりま

す。 

 一般会計におきましては、平均年齢は４０歳、平均給料月額は７,６４５円上がっております。 

 人件費につきましては、人事院勧告に伴い、９,４００万円、６.２％の増でございます。 

 毎年増加を続けております扶助費につきましては、児童手当や障害者支援費・自立支援給付費、

保育実施負担金及び委託料の増などにより、１８.２％の増。 

 物件費は、自治体クラウド提供業務委託料や高齢者新型コロナウイルス予防接種業務委託料、

ＩＣＴ環境整備備品購入費などの増により、１３.１％の増。 

 補助費は、定額減税補足給付金や保育所等整備費補助金などにより、１２.７％の増となって

おります。 

 次に、普通建設事業費でございますが、須恵中学校体育館空調整備工事や第二小学校校舎増改

築工事など、国庫補助や交付税措置がある起債を活用し、安心・安全のまちづくり、生活環境の

維持・向上を図ってまいります。 

 以上、令和７年度の一般会計当初予算の報告でございますが、須恵町の財政状況は、義務的経

費の増加や物価高騰などにより、財政需要は今後も増加し、厳しい状況は続く見込みでございま

すが、必要とされる施策や事業につきましては、積極的に取り組んだ予算編成ができたものと思

っております。 

 今後も安全で安心な住みよいまちづくりを目指し、健全な財政運営に努めてまいる所存でござ

いますので、どうか議員各位皆様の御理解、御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

令和７年度国民健康保険特別会計当初予算について   

 続きまして、国民健康保険特別会計当初予算でございます。 

 予算総額は２８億９,２００万円、前年度と比較いたしまして２.８％、金額で８,２００万円

の減額となっております。 

 須恵町の国民健康保険の被保険者数は、国による被用者保険の適用拡大施策、少子化、団塊世

代の後期高齢者医療制度への移行等により減少傾向が加速し、被保険者数は令和７年１月末現在
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で４,７３３人で、令和元年度と比較いたしますと約１,１００人減少しており、この影響を反映

した予算編成を行っております。 

 歳出でございます。まず保険給付費ですが、被保険者数の減少により、対前年度比

４,０２０万円減額して２１億３,３３９万円といたしております。 

 次に、医療給付費等の見込みで県から示されます国民健康保険事業費納付金は、対前年度比

４,６２５万円減の６億９,１９０万円を予算計上いたしております。保険給付費の実績と、被保

険者数及び保険給付費の推計により、県から示された額でございます。 

 歳入におきましては、国民健康保険税は、被保険者の減少に伴い、対前年度比２,０５５万円

の減額となりました。保険給付費に必要な県が市町村に支払う保険給付費等交付金も、対前年度

比３,７５１万円減の２１億８,２５４万円を計上いたしております。 

 今後も被保険者の皆様の健康保持増進のため、関係機関との連携強化を図り、生活習慣病予防

や重症化予防のための効果的な保健事業を実施し、医療費適正化と国民健康保険事業の安定運営

に努めてまいりますので、今後とも議員各位の変わらぬ御支援と御指導を賜りますよう、よろし

くお願いいたします。 

令和７年度水道事業会計及び下水道事業会計当初予算について   

 次に、令和７年度水道事業会計及び下水道事業会計当初予算についてでございます。 

 令和７年度水道事業会計予算について。 

 まず、収益的収支でございます。 

 収入額は６億８,００６万８,０００円で、対前年度比０.６％、金額にして４３６万

１,０００円の増です。 

 支出額は６億２,１４２万３,０００円で、前年度比１.６％、金額にして９８４万１,０００円

の減でございます。 

 令和７年度の当期純利益は３,４９９万８,０００円を見込んでおります。 

 次に、資本的収支です。 

 収入額は２,９１５万５,０００円で、対前年度比８８.１％、金額にして１,３６５万

５,０００円の増です。 

 支出額は２億８,６２９万円で、対前年度比２７％、金額にして６,０８１万１,０００円の増

です。 

 今後も安全な水を安定して供給するため、引き続き、浄水施設の適切な維持修繕と配水管の更

新工事を計画的かつ効率的に行ってまいります。これにより、水道水の適正な水質と水量の確保、

さらに水圧の安定を図ります。 

 また、中長期的な視野を持ちながら、持続可能な水道事業の経営に努めてまいります。 
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 続きまして、令和７年度下水道事業会計予算についてでございます。 

 まず、収益的収支です。 

 収入額は９億３,００１万９,０００円で、対前年度比２４.２％、金額にして２億９,５４０万

５,０００円の減です。 

 支出額は７億９,４１１万６,０００円で、対前年度比１.９％、金額にして１,５６８万

９,０００円の減です。 

 令和７年度の当期純利益は１億１７１万３,１４２円を見込んでおります。 

 次に、資本的収支です。 

 収入額は６億９,６２７万５,０００円で、前年度比２６.９％、金額にして１億３,３７４万

４,０００円の増となっております。 

 支出額は９億６,５１１万２,０００円で、対前年度比１７.４％、金額にして１億４,２７４万

９,０００円の増です。 

 公共下水道の整備につきましては、引き続き、計画区域内の未普及地域を早期に解消するため

に、国の補助金を最大限に活用して汚水管渠の整備を推進します。これにより、供用開始区域の

拡大を図るとともに水洗化普及啓発に努めてまいります。 

 また、企業会計に移行して初めての決算を迎えますが、総合的に経営状況を把握し、分析を行

った上、経営基盤の強化に取り組んでまいります。 

令和７年度の主要な施策について   

 次に、令和７年度の主要な施策について御報告申し上げます。 

 安心安全のまちづくりについてでございます。 

 近年の犯罪の多様化、特殊化により、地域社会における安全の確保はますます重要な課題とな

っており、本町においてもその対策を強化する必要があると考えております。 

 安心安全のまちづくりに向けた施策として、町内の公共施設に防犯カメラの整備を進める計画

でございます。 

 防犯カメラを設置することにより、犯罪防止あるいは犯罪抑止効果が期待されます。公共施設

は多くの住民が利用する場所であり、そこに防犯カメラを設置することで、犯罪の発生を未然に

防ぐことができると考えております。 

 特に、子どもや高齢者が利用する施設では、治安維持に寄与する重要なツールとなります。 

 設置場所については、町内の主要な公共施設を中心に選定し、住民の皆様が安心して利用でき

る環境を整備してまいりたいと考えております。 

 次に、行政区・組合等への支援についてでございます。 

 近年、私たちの生活環境は様々な変化に直面しており、その中でも特に物価高騰が大きな影響
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を及ぼしております。特に電気代の高騰は、家庭や事業所だけでなく、行政区・組合の運営にも

深刻な影響を与えていることは御承知のとおりでございます。 

 また、組合への加入者が減少している現状も見逃せません。加入者の減少は、組合の活動資金

を支えるための費用負担を増加させる要因となっており、これにより行政区・組合の運営が厳し

くなっている状況でございます。このような背景を踏まえ、須恵町といたしましては、行政区・

組合への支援策を講じる必要があると考えております。 

 具体的には、町内の防犯灯のＬＥＤ化を進める計画でございます。この事業は令和７年度に限

り、須恵町が１００％負担で実施し、これにより防犯灯の電気代を大幅に削減する効果を期待し

ます。 

 ＬＥＤ化は省エネルギーであり、長寿命であるため、今後の維持管理コストも軽減される見込

みです。これにより、少しでも自治会の財政的負担を軽減し、地域の安全を確保する一助となる

ことを目指しております。 

 さらに、この事業に係る経費につきましては、国庫補助の物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金を活用する予定でございます。この補助金を活用することで、町の財政負担を軽減しつつ、

行政区・組合への支援を強化することが可能となります。 

 また、町内の防犯灯の設置状況を把握するために、設置数や設置箇所などの調査を行う予定と

しております。この調査によって、現在の防犯灯の状況を正確に把握し、今後の政策に役立てて

いきたいと考えております。 

 次に、育児休業退園制度の廃止についてでございます。 

 本町における重要課題であった待機児童問題につきましては、令和６年度の国基準における待

機児童がゼロとなり、令和７年度も引き続きゼロになる見込みでございます。 

 これまで、待機児童対策の一環として、育児休業中の家庭の３歳児未満の子どもに対し、保育

の必要が認められない場合は退園していただく育児休業退園制度を取ってきましたが、待機児童

問題がある程度落ち着きを見せたことを鑑み、令和７年４月から同制度の運用を廃止し、これま

で３歳児以上児のみ認めていた継続利用を、全年齢児において、保護者が希望する場合には、取

得する育児休業の期間まで、１日８時間を限定とした短時間保育の継続利用を可能といたします。 

 これにより、待機児童が一時的に増える可能性があります。しかし、本町には、他の自治体に

はない、届出保育施設に通園する子どもへの支援である待機児童支援制度がありますので、この

制度の活用を継続して進めていくとともに、次に申し述べる私立園の増改築により保育枠の確保

を行なってまいります。 

 世帯の核家族化が進み、子育て世代の不安感や負担感を感じることが多いと言われる現在の子

育てにおいて、育休退園制度の廃止が負担軽減の一助になればと考えております。 
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 次に、れいんぼー幼児園の増改築についてでございます。 

 先ほども述べましたように、おかげさまで、本町において待機児童問題は落ち着きを見せてき

ております。しかし、３歳から５歳の以上児の保育枠は若干の余裕がある一方、ゼロ歳から２歳

の未満児のそれは４月の時点で定員に達しているため、未満児の年度途中における入所は大変厳

しいものとなっております。 

 このような状況下にあって、令和５年１月に政府から異次元の少子化対策の一環として発表さ

れた「こども誰でも通園制度」が、令和８年度から全国で実施となっています。 

 この制度は未満児を対象としたもので、このために通常の保育の枠とは別に新たな保育枠の用

意をしなければならないのですが、現状、本町の保育施設にその余裕はなく、実施が危ぶまれま

す。 

 この状況を憂慮して、令和４年度より委託をしている、れいんぼー幼児園を運営する豊和福祉

会より、国の就学前教育・保育施設整備交付金を利用して園舎を増改築することにより、１・

２歳児の定員増加、こども誰でも通園制度のための利用者受入れをしたいとの申出がありました。 

 本町といたしましては、この増改築を後押しすることにより、未満児の保育枠の確保と、こど

も誰でも通園制度を実施することが可能となるため、令和７年度の重要施策の一つとして位置づ

けたいと考えております。何とぞ御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いたします。 

 次に、ファミリーサポートセンターの設置についてでございます。 

 共働き世帯やひとり親世帯の増加により、子育て支援のニーズは高まる一方です。そうした状

況を踏まえ、町として地域ぐるみで子育てを支援する仕組みを整えるため、令和７年度より新た

にファミリーサポートセンターを設置することといたしました。 

 ファミリーサポートセンターは、子育ての支援を受けたい方と、支援が可能な方をマッチング

し、保育園や学校への送迎、保護者の仕事や急用の際の一時預かりなどの支援を有償で行うもの

です。 

 センターの運営につきましては、公益社団法人シルバー人材センターに委託し、支援を提供す

る会員につきましては、高齢者に限定することなく幅広く募集していただく予定としております。 

 地域が子どもの心のふるさととなり、地域住民が子育てを助け合えるよう、子育ての環境づく

りを進めてまいります。 

 次に、ふるさと納税についてでございます。 

 ふるさと納税につきましては、毎年、全国から多くの企業、個人の皆様から応援していただい

ているところでございます。 

 個人版ふるさと納税につきましては、地域の魅力を発信し、町の発展に寄与するための重要な

財源となっております。須恵町の特産品や文化を通じて地域への愛着をさらに深めていただくた
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めに、返礼品の開拓、支援を行ってまいります。また、関東圏や関西圏へのＰＲ事業を展開し、

多くの方々に須恵町の魅力を広く周知する機会を創出してまいります。 

 企業版ふるさと納税については、企業が地域に貢献するための手段として位置づけられており、

地域の活性化や新たな事業創出に活用され、須恵町全体の発展に寄与するものと考えられており

ます。 

 今後も、ふるさと応援寄附金や企業版ふるさと納税を通じて得られる資金を有効に活用し、

「水と緑と光のまち」須恵町のさらなる発展に向けて取り組んでまいります。 

 地域住民や企業との連携を強化しながら、持続可能なまちづくりを進めていく所存でございま

すので、御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 次に、地域交通体系の維持についてでございます。 

 須恵町では、民間事業者が運行する鉄道、路線バスのほか、７路線のコミュニティバスが運行

しており、町民生活の足となっております。今後の町の姿を考えるに当たり、高齢化の進行や運

転免許証自主返納者の増加、人口増による多種多様な住民ニーズ増加など、地域公共交通を取り

巻く課題は増加傾向にあります。 

 そこで、限られた財源の中で現在の地域公共交通の利便性や効率性の向上を図るとともに、ま

ちづくりと一体となった地域公共交通の再構築のため、地域公共交通計画を令和６年３月に策定

し、地域公共交通の事業を進めております。 

 計画の基本的な方針に沿って須恵町の公共交通の目指す目標の一つ、公共交通の改善による交

流・お出かけの活発化に向けて、コミュニティバスの利用状況や利用者ニーズ、課題を踏まえた

バスルートの再編に向けて必要な基礎資料の収集分析を行っておりますが、昨年度、西日本鉄道

株式会社から町に、西日本鉄道空港循環線の一部区間廃止の申入れがありましたことにより、さ

らに今後は民間事業者が運行する路線バスの動向を踏まえた公共交通維持が重要となってまいり

ます。町民の皆様の移動手段の確保を中心に考えて、取り組んでまいりたいと思っております。 

 次に、立地適正化計画の策定についてでございます。 

 令和７年度より３か年で立地適正化計画の策定を行い、居住や都市の生活を支える機能の誘導

によるコンパクトなまちづくり、地域交通の再編との連携により、コンパクト・プラス・ネット

ワークのまちづくりを進めてまいります。 

 立地適正化計画は、居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等の様々な都市機能の連携により、

都市全域を見渡し、持続可能な都市構造を目指す包括的なマスタープランでございます。 

 都市における今後のまちづくりは、人口の減少と高齢化を背景として、高齢者や子育て世代に

とって、安心できる健康で快適な生活環境を実現すること、財政面及び経済面において持続可能

な都市運営を可能とすることが大きな課題となっております。 
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 令和７年度に現状及び将来の見通しにおける都市構造分析、令和８年度に策定委員会を発足し、

目指すべき都市の骨格構造や誘導方針の検討、令和９年度に各種事業の検討、数値目標、評価手

法の検討を行い、立地適正化計画を完成させ、この地域に住んでよかったと思えるまちづくりを

目指してまいります。 

 次に、ふれあい公園の整備についてでございます。 

 ふれあい公園について、令和２年度、コロナ禍による財政悪化のため、事業を中断しておりま

したが、令和７年度当初に実施設計業務委託費を計上し、事業に着手してまいります。 

 なお、工事につきましては、地元や隣接する大型開発との調整を図りながら、できるだけ早い

時期の完成を目指してまいります。 

 次に、地球温暖化対策推進事業についてでございます。 

 電気やガスの使用量削減、省エネ家電の購入、環境に配慮したエコアクションに対して、交通

系ＩＣカード（はやかけん・ｎｉｍｏｃａ・ＳＵＧＯＣＡ）のポイントをインセンティブとして

付与する、福岡市地球温暖化対策市民協議会が取り組んでいる事業に本町も令和７年度から参加

し、須恵町内の地球温暖化対策の推進を図ってまいります。 

 次に、母子保健の新規事業についてでございます。 

 母子保健の新たな事業として、おたふくかぜワクチンの費用助成を計画しています。助成金額

は、１人１回助成の３,０００円です。 

 対象者は、１歳以上から就学前までの幼児で、全国どこの病院でも接種ができるよう償還払い

での助成を考えております。 

 次に、帯状疱疹ワクチンの定期接種化についてでございます。 

 国の方針により、帯状疱疹ワクチンは、令和７年４月から予防接種法に基づく定期接種として

開始されます。対象者は、年度内に６５歳を迎える方、６０歳から６４歳で免疫不全ウイルスに

よる免疫機能の障害がある方となっております。 

 また、令和７年度から令和１１年度までの５年間の経過措置として、６５歳以上１００歳まで、

５歳刻みの節目年齢にある方も対象となります。 

 令和６年１月より開始した須恵町独自の帯状疱疹ワクチン接種費用助成事業は、５０歳以上の

方が希望するタイミングで接種できるよう、令和７年度からも事業内容を変更することなく継続

してまいります。 

 予防接種事業については、今後も医療機関と協力しながら、町民が安心して暮らせる、この事

業を進めてまいります。 

 施策の中の最後になりますが、小中学校施設の整備についてでございます。 

 体育館の空調については、避難所としての利用や町の中心である須恵中学校への設置を検討い
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たします。 

 なお、ほかの学校につきましても、令和８年度以降、計画的に設置を検討しており、第一小学

校につきましては、令和７年度に設計業務委託を行います。 

 第二小学校増改築工事につきましては、宅地開発による児童数増加を見込み、普通教室６教室

分を増築いたします。現在の木心館を増築するもので、木造の２階建ての設計といたしておりま

す。 

 令和５年度からの継続事業として第一小学校長寿命化工事を実施します。令和６年度は下水道

接続工事のため実施しておりませんが、令和７年度からは再開いたします。第一小学校につきま

しては、今後５年間をかけ長寿命化に係る工事を実施してまいります。 

 以上が令和７年度の主要な施策についてでございます。 

行政機構改革の検討について   

 次に、行政機構改革の検討についてでございます。 

 近年、社会情勢は急速に変化し、須恵町を取り巻く課題も多様化、複雑化してきております。 

 財政基盤の強化、公共施設の維持管理、高齢者による社会保障費の増大、子ども・子育て支援、

住民参加の促進など、様々な課題に対応するため、行政組織の効率化、スリム化、そして活性化

が必要となっています。 

 令和７年度は、現在の行政機構を見直し、より効果的な組織体制を構築するため検討に入って

まいります。 

 具体的には、業種の重複や無駄を排除し、職員が本来の業務に集中できる環境を整えることを

目指します。また、デジタル化の推進により、業務の効率化を図り、住民サービスの向上にもつ

なげていく所存です。これにより、職員一人一人が持つ能力を最大限に生かし、住民の皆様に対

して、よりよいサービスを提供できるよう進めてまいりたいと思います。 

 また、行財政機構改革に合わせまして、公共施設の有効利用についても検討いたしてまいりま

す。 

 現在、複数の公共施設がございますが、老朽化や維持管理に関する課題も抱えておりますので、

令和７年度に公共施設の利用状況を精査し、必要に応じて統廃合やリノベーションを検討するこ

とといたします。 

 具体的な例を一つ挙げますと、今回はあおば会館及び地域活性化センターの有効利用について

進めたいと思います。 

 検討結果がまとまりましたら、改めて議会のほうに御報告させていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

特別職報酬等審議会の答申について   
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 次に、特別職報酬等審議会の答申についてでございます。 

 去年の１２月に人事院より、２０２４年度の国家公務員の給与改定について、月例給を平均

２.７６％引き上げるよう勧告がありました。 

 これを受け、本町の特別職（町長、副町長、教育長）の給与について、平成１１年度の改定以

来、一度も改定が行われていない現状を踏まえて、特別職の給与を見直すことについて、町民の

皆様に御理解いただけるのかを検討する必要がございましたので、１月２９日に特別職報酬等審

議会に諮問をさせていただきました。 

 審議会におきまして、慎重な審議を重ねていただいた結果、「給与改定は妥当」との御判断を

頂きました。具体的には、近隣市町の状況や物価高騰などの社会情勢、人事院勧告などを考慮し、

１.１％の引上げが適当であるとの答申を頂きました。 

 答申の内容は、私も妥当であると考えております。しかしながら、現在の社会情勢、特に物価

高騰による町民生活への影響や、町民感情を考慮いたしますと、このタイミングで特別職の給与

を改定することには、慎重な判断が必要であると考えております。 

 つきましては、今回は「給与の引上げは妥当である。適当である」との答申を頂きましたが、

誠に恐縮ではございますが、特別職の給与改定は御辞退、見送りさせていただくことといたしま

した。 

 この判断は、町民の皆様の理解を得るために必要な措置であると考えております。 

 今後も町民の皆様の声に耳を傾け、透明性のある運営を心がけてまいりますので、引き続き御

理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

高校生世代までの子ども医療費助成拡充について   

 次に、高校生世代までの子ども医療費助成拡充についてでございます。 

 安心して子どもを産み育てることができ、将来に明るい希望を持てるまちづくりは、町長就任

以来、最重要課題として取り組んでまいりました。 

 子ども医療費助成制度は、子どもに係る医療費の一部を助成することにより、疾病の早期発見

と治療を促進し、もって子どもの保健の向上と福祉の増進、子育て家庭への支援の充実を図るこ

とを目的とした制度でございます。 

 子育て世代が安心して子どもを産み育てられるよう、令和６年４月から助成内容を大幅に拡充

して実施しているところでございますが、さらに幅広く子育て世代を支援するため、現在、中学

校３年生までとしている医療費助成の対象を、令和８年４月から高校生世代まで拡充することと

いたします。 

 福岡市のベッドタウンとして、行政、経済、生活圏ともに密接なつながりを持つ糟屋地区は、

福岡市を含めた相互の転入転出が特に活発な地域であります。福岡市が令和６年１月から、対象
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者を高校生世代まで拡充したことを受け、福岡市に近隣する市町においても同様に拡充する動き

が始まっております。 

 福岡都市圏を構成し、福岡県地域医療構想においても粕屋保健医療圏を構成する糟屋地区の市

町においては、同一の制度で運用されることが、保健医療サービスが効率的に提供される上で望

ましい形でございます。 

 本町におきましても、電算システムを共同調達しております近隣町と時期を合わせて制度を拡

充し、住民の福祉の向上に努めてまいります。 

 本年中、しかるべき時期に条例改正案を提案させていただきますので、議員各位に御理解賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

税公金セルフ収納機の設置について   

 次に、税公金セルフ収納機の設置についてでございます。 

 令和７年４月１日から税公金セルフ収納機を会計課前に設置し、運用を開始いたします。この

収納機は、西日本シティ銀行からの企業版ふるさと納税を活用し導入いたしました。 

 税公金セルフ収納機は、タッチパネルの操作により納付書を読み込ませると、納付書を読み取

り、現金を入金することで、お釣りの返却、領収印の押印や切り離しを自動で行います。これに

より、窓口職員を介さず、町民の方が自身で税金などを納めることができるようになります。使

用できる納付書については、現在、窓口で取り扱っている全ての税金・使用料に対応を予定いた

しております。 

 なお、３か月の移行期間終了後、６月末で西日本シティ銀行派出所窓口は閉鎖といたしますが、

町民の方々には今までと変わらないお支払いをすることができます。 

 利用方法が分からない方は、会計課の職員が操作のお手伝いをさせていただきますので、安心

して御利用いただきたいと思います。 

 今後も利用者の利便性向上と収納事務の効率化を図ってまいりたいと考えております。 

ワンヘルス推進宣言について   

 次に、ワンヘルス推進宣言についてでございます。 

 福岡県では、平成２８年度に北九州市で開催された世界獣医師会と世界医師会によるワンヘル

ス国際会議において、ワンヘルスの理念から実践に移行させる礎となる福岡宣言が採択されまし

た。 

 また、全国に先駆け、令和３年１月に福岡県ワンヘルス推進基本条例が施行され、人と動物の

健康と環境の健全性を一体的に守るための６つの課題について、取組の基本方針を定め、これを

具体化するために、令和４年３月に福岡県ワンヘルス推進行動計画が策定されました。 

 須恵町においても、人と動物の健康と環境の健全性を守り、次世代に「水と緑と光の町 す
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え」を継承していくため、須恵町ワンヘルス推進宣言を表明させていただきます。 

 それでは、内容を読み上げさせていただきます。 

 須恵町ワンヘルス推進宣言 

 須恵町では、『ともに思い ともに創り ともに生きる』を基本理念に、「水と緑と光の

町」を将来像に掲げ、健康・文化を育みながら、豊かな自然の恩恵のもと、安全で快適に暮ら

せる安らぎにあふれたまちづくりを進めています。 

 新型コロナウイルス感染症をはじめとする「人獣共通感染症」は、人口増加や森林開発など

により、地球温暖化や生態系の崩壊が進み、人と動物との関係性が変化したことから、野生動

物が持つ病原体が様々な過程を経て、人間にも感染するようになったとされています。 

 この人獣共通感染症に対応するため、人と動物の健康と環境の健全性を一つとして捉える

「ワンヘルス」の理念に基づく総合的な取り組みが求められています。 

 福岡県では、全国に先駆けて「福岡県ワンヘルス推進基本条例」を制定し、人と動物の健康

及び環境の健全性を一体的に守るための基本方針や行動計画が策定されました。 

 これらのことを踏まえ、本町は、人と動物の健康及び環境の健全性を一体的に守り、次世代

に継承していくため、次の事項に取り組み、ワンヘルスを推進することをここに宣言します。 

・ 福岡県ワンヘルス推進行動計画に基づき、福岡県の取り組みに連携・協力し、ワンヘルス

実践施策を積極的に推進します。 

・ 町民へのワンヘルス周知に努め、理解の促進を図り、その実践活動に対し必要な支援を行

います。 

 令和７年３月３日 

 須恵町長 平松秀一 

須恵町部活動地域移行の取組について   

 次に、須恵町部活動地域移行の取組についてでございます。 

 令和４年に須恵町部活動地域移行検討委員会を立ち上げ、令和５年度から令和７年度までの

３か年を推進期間として取り組みを進めます。 

 本年度は、陸上、剣道、太鼓の３つのモデル事業を、地域の方々の協力の下、実施し、検証を

行っています。 

 地域移行の取組は、少子化による生徒の減少や加入率の低下により、存続ができない部活動が

出現してきたことや、指導を行う教師の課題として経験のない部の指導や休日の指導が負担とな

っています。 

 本来教師が力を注ぐべき教材研究や授業の準備などの時間を確保することで、教師のワーク・

ライフ・バランスを整え、よりよき授業を実践し、子どもの未来の実現につなげるためのもので
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もあります。 

 そのため、須恵町の地域の力をお借りし、地域の子どもは地域で育てるという趣旨の下、学校

の部活動を地域クラブとして、子どもたちにスポーツや文化に親しむことができる環境を整えよ

うとするものでございます。 

 この取組は、多角的な視点で捉えると、地域づくり、まちづくりにつながるものです。 

 令和７年度はさらなるモデル事業を増やし検証を進め、また組織体制を整備し、令和８年度か

ら休日部活動地域移行を目指し、取り組んでいきたいと考えております。よろしくお願いいたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  これより町長の諸報告に対する質疑に入りますが、議案に関係のある事項

につきましては、提案のときに併せて質疑をお願いします。 

 町長の諸報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。田ノ上真君。 

○議員（１３番 田ノ上 真）  おはようございます。１３番、田ノ上でございます。 

 たくさんの町長諸報告を頂きまして、一つ一つが重みのあるものだなと思って拝聴しておりま

した。町長も「くらくらする」と言っておられるぐらいですから、熱の籠った報告を伺った次第

でございます。 

 たくさんの項目、ほとんど予算を伴うものも多いものでございますから、予算委員会の中でい

ろいろ審査で伺えるものだと思っておりますが、１点ですね、町長の特別職報酬審議会の答申に

ついて御発言なされた部分ですが、御辞退なされたということで理由は重々分かるものでござい

ますが、大変残念に思っております。社会情勢に鑑みということでございましたが、町長も町民

の一人でありまして、やはりこの物価高の影響を御自身の生活上も受けておられるんじゃなかろ

うかと拝察すると、やはりこれは見送ったのは残念だなというふうに思っております。 

 質問でございますけど、このまま、じゃあ見送りっ放しというわけにも現実問題としていかな

いと考えております。審議会、再度開かれる予定はあるんでしょうか。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  今回見送りさせていただいた理由として米です、日本国民にとってやはり

緊急性があるときっていうのはやっぱり米なんです。米がこれだけ倍以上に上がっている状況の

中で、要するに物価が上がっているから、ほかの改定では２点何がしか上がっていると、それに

合わせて便乗して町を預かる首長が、三役が答申でいいよと言われても、なかなか町民感情とし

てやっぱり頑張っている姿を見せんといかんのかなということを今回こうして申し上げておりま

す。 

 この特別職の報酬審議会につきましては、本来であれば毎年開かなければならない、開くべき
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ものだと私は考えております。それが開かれていなかったと、その中で上がったり下がったりし

ているわけですけども、二十数年その議論の場所にも上がっていなかったということは、いかが

なものかということで、今回上げさせていただいたということで、将来的には報酬審議会のほう

が毎年やるというのであれば上がってくる話であろうし、これは私が一応今回は総務課と打ち合

わせしながら、ずっと上げていないからやるべきやろうということをやったんですけども、これ

からもやはりそのときの首長さんの考えで、社会情勢を鑑みながら、本当に良くなったよねと言

うときには、もしかすると上げるときがあるでしょうし、今はちょっと上げるときじゃないとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  １３番、田ノ上真君。 

○議員（１３番 田ノ上 真）  理由は承知いたしました。 

 それにしても、７年度も審議会開ける状況になれば開いて、またいろいろ検討していただきた

いと思います。 

 思うに、平松町長、かなりストイックな方で今の御発言にもありますように、なかなか我慢の

姿勢というのが、我慢のこの行財政の運営にも反映されていると思いまして、頼もしい限りでは

ございますが、あまり我慢が過ぎるのかと思っておりますので、そこはそれとしまして、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 質疑は以上です。 

○議長（松山 力弥）  ほかに質疑はありませんか。癩癩これにて質疑を終結いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議会報告 
○議長（松山 力弥）  日程第４、これより議会報告に入ります。 

 まず閉会中に、北筑昇華苑組合議会が開催されておりますので、組合議員の報告を求めます。

３番、白水春夫君。 

○議員（３番 白水 春夫）  皆さん、おはようございます。北筑昇華苑組合議会の議会報告を行

います。 

 令和７年２月３日に古賀市役所会議室において、第１回定例会が開催されました。議事日程に

つきましては、お手元の資料のとおりとなっております。 

 日程第５、第１号議案令和６年度北筑昇華苑組合会計補正予算（第２号）については、歳入歳

出予算の総額にそれぞれ７,３３８万５,０００円を増額し、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ

４億４９５万４,０００円とするもので、全員賛成で可決されました。 

 日程第６、第２号議案令和７年度北筑昇華苑組合会計予算については、歳入歳出予算の総額を
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それぞれ３億４,９６２万円と定めるもので、前年度予算費１,８２６万１,０００円の増で、主

な要因として、歳入では、葬祭場管理債の増、歳出では、葬祭場施設整備費の火葬炉設備等更新

工事などによるもので、全員賛成で可決されました。 

 日程第７、第３号議案北筑昇華苑組合監査委員の選任については、本組合監査委員のうち、組

合議員のうちから選任した監査委員の任期が、令和６年度１０月２７日をもって満了したことに

伴い、新たに監査委員の選任をするに当たり、地方自治法第１９６条第１項の規定により、組合

議会の同意を求めるもので、西村勝氏が選任され、全員賛成で同意されました。 

 日程第８、第４号議案北筑昇華苑組合議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条

例の制定については、刑法等の一部を改正する法律及び情報通信技術の活用による行政手続等に

係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基

本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法令の一部を改正に対応するとともに、所要の整

備を行うため、条例の一部を改正するに当たり、地方自治法の規定により、組合議会の議決を求

めるもので、全員賛成で可決しました。 

 なお、詳細につきましては、議員控室に置いてありますので御参照ください。 

 以上、北筑昇華苑組合議会報告を終わります。 

○議長（松山 力弥）  次に、須恵町外二ケ町清掃施設組合議会の報告を求めます。５番、男澤一

夫君。 

○議員（５番 男澤 一夫）  令和７年２月７日に行われました、令和７年第１回須恵町外二ケ町

清掃施設組合議会定例会について御報告いたします。 

 それぞれの議事日程につきましては、お手元の資料のとおりとなっています。 

 日程第３、組合長諸報告については、し尿処理施設酒水園につきましては、放流水は安定した

水質が維持されております。 

 令和５年１１月から令和６年１０月までの１年間に９,８５５キロリットルのし尿を処理し、

各工程の処理機能も、おおむね支障のない状況で順調に稼働しておるとのことですが、どの工程

においても、機械等の耐用年数が経過しているため、今後も状況に応じた対策・修繕を行いなが

ら、延命化に努めていくとのことです。 

 今後については、汚泥再生処理センター整備事業で、志免町、宇美町を含めた形での建て替え

を行うとの報告があっております。 

 次に、クリーンパークわかすぎの運営・管理につきましては、ＲＤＦ施設及びリサイクルプラ

ザ、両施設とも順調に稼働しているとの報告です。 

 ＲＤＦ施設では、令和５年１１月から令和６年１０月までの１年間に４万１,８１５トンの可

燃ごみを処理し、約２万５,１５０トンのＲＤＦを大牟田リサイクル発電所へ搬出したというこ
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とであります。ＲＤＦ施設も２３年目となり、老朽化が進んでおりますが、点検・維持補修を繰

り返しながら処理を行っているとのことです。 

 また、リサイクルプラザにおきましては、同期間に２,７８０トンの不燃・資源ごみが処理さ

れたとの報告があっております。 

 次期ごみ処理施設整備事業の進捗状況につきましては、造成工事が令和６年１０月に完了し、

現在は、次期ごみ処理施設整備に向けた設計協議を行っており、令和７年度より、ごみピットの

建設工事に着手するとの報告があっております。 

 議案についてですが、５件上程されております。 

 議案第１号須恵町外二ケ町清掃施設組合議会議員の議員報酬及び監査委員の報酬並びに費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例について、賛成多数で可決しております。 

 議案第２号須恵町外二ケ町清掃施設組合長及び副組合長の報酬並びに費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について、賛成多数で可決しております。 

 議案第３号令和６年度須恵町外二ケ町清掃施設組合一般会計補正予算（第２号）についてであ

ります。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４億１,３１０万７,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ２８億１,３１９万４,０００円とするものです。 

 須恵町負担金につきましては３,６６０万９,０００円の減額となっております。 

 歳出は、議会費で旅費の減額、一般管理費で旅費及び手数料を減額、し尿処理施設関係で需用

費の燃料費や光熱水費の減額、ごみ処理施設関係で需用費の燃料費や光熱水費の減額、リサイク

ル施設関係で需用費の光熱水費や修繕料の減額及び工事請負費の増額、次期ごみ処理施設関係で

委託料及び工事請負費の減額などが主なものとなっております。全員賛成で可決しております。 

 議案第４号令和７年度須恵町外二ケ町清掃施設組合一般会計予算です。 

 歳入歳出予算の総額はそれぞれ３９億４,３６６万２,０００円で、前年度比７億２,１６６万

７,０００円の増で約２２.４％の増額となっております。 

 須恵町の負担の分担金として５億４,２８４万円となっており、前年度比１０４万２,０００円

の減額で０.１９％の減となっております。主な増額要因でございますが、次期ごみ処理施設整

備事業において、建設工事費の増額や汚泥再生処理センター整備事業費が新たに計上されたこと

によります。全員賛成で可決しております。 

 議案第５号福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市町

村職員退職手当組合規約の変更について、全員賛成で可決しております。 

 詳細につきましては、議員控室に資料を置いておりますので御参照ください。 

 以上で、須恵町外二ケ町清掃施設組合議会報告を終わります。 
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○議長（松山 力弥）  次に、粕屋南部消防組合議会の報告を求めます。６番、稲永辰己君。 

○議員（６番 稲永 辰己）  改めまして、おはようございます。令和７年２月１３日に行われま

した、令和７年第１回（２月）粕屋南部消防組合議会定例会について、御報告いたします。 

 消防組合議会定例会の議事日程については、お手元の資料のとおりでございます。 

 日程第４、議案第１号粕屋南部消防組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び粕屋南部消

防組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、育児休業、介護

休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一

部を改正する法律の施行に伴い、条文の整理を行うもので、全員賛成で可決しました。 

 日程第５、議案第２号粕屋南部消防組合議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例及び粕屋南

部消防組合特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

は、職員給与改正が平成２６年より増額改正しているのに対して、議員及び特別職の報酬は平成

１８年以降改正しておらず、また、令和６年度人事院勧告では、職員給与が約３０年ぶりとなる

高水準のベースアップを行っていることに伴い、所要の改正を行うもので、全員賛成で可決しま

した。 

 日程第６、議案第３号粕屋南部消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

については、令和６年の人事院勧告に基づき、国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律等

の一部を改正する法律が公布されたため、本消防組合職員の給料月額及び諸手当等の改正を行う

もので、全員賛成で可決しました。 

 日程第７、議案第４号令和６年度粕屋南部消防組合一般会計補正予算（第１号）については、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６２９万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ２５億３,２０４万６,０００円とするもので、主なものは、分担金及び負担金の減で、全体で

９４２万２,０００円を減額、須恵町は１３９万８,３３４円の減となっており、全員賛成で可決

しました。 

 日程第８、議案第５号令和６年度粕屋南部消防組合粕屋中南部休日診療所事業特別会計補正予

算（第１号）については、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,１６５万７,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８,２８５万３,０００円とするもので、令和６年度末の決

算見込みによる増額となっており、全員賛成で可決しました。 

 日程第９、議案第６号令和７年度粕屋南部消防組合一般会計予算（案）については、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２６億６６２万９,０００円と定めるもので、分担金及び負担金

は、全体で２３億４,９８９万３,０００円、須恵町は３億４,８７５万１,０００円で、前年度に

比べ１,６０７万４,０００円の増となっており、全員賛成で可決しました。 

 日程第１０、議案第７号令和７年度粕屋南部消防組合粕屋中南部休日診療所事業特別会計予算
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（案）については、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,４５６万円と定めるもので、分

担金及び負担金は全体で９０８万８,０００円、須恵町は１３４万８,０００円で、前年度と比べ

１６５万円の減となっており、全員賛成で可決しました。 

 日程第１１、議案第８号福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更については、令和７年３月３１日を限り下田川清掃

施設組合が解散することに伴い、福岡県市町村職員退職手当組合規約を変更するもので、全員賛

成で可決しました。 

 日程第１２、発議第１号粕屋南部消防組合議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正す

る条例の制定については、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律の一部改正に伴い、条文の整理等を図るもので、全員賛成で可決しました。 

 なお、須恵町の令和６年、火災、救助、救急状況は、火災９件で前年比４件の増、救助１７件、

前年と同じで増減はありません。救急出動件数は１,４５７件で前年比１２８件の減となってい

ます。 

 詳細につきましては、議員控室に資料を置いておりますので、御参照いただけますようよろし

くお願いいたします。 

 以上をもちまして、令和７年第１回（２月）粕屋南部消防組合議会定例会についての報告を終

わります。 

○議長（松山 力弥）  次に、糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会の報告を求めます。７番、川

口満浩君。 

○議員（７番 川口 満浩）  糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合において、令和７年２月２６日、

第１回定例会が開催されましたので報告いたします。 

 議事日程については、お手元の資料のとおりでございます。 

 議案第１号令和７年度糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合一般会計予算については、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ７,４０７万７,０００円と定めるもので、前年度予算額と比べ７万

７,０００円の減となっています。 

 増額の要因として、総務費の一般管理費で、人事院勧告により給与等のベースアップに係る費

用、委託料で、日本政府がカーボンニュートラルを目指すことを宣言し、二酸化炭素を削減・吸

収するため、国が設けたＪクレジットの制度に取り組むための費用、事業費で、作業道の維持管

理に係る費用等でございます。減額の要因として、事業費で、林業整備事業委託料等によるもの

となっており、全員賛成で可決しました。 

 議案第２号福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市町

村職員退職手当組合規約の変更については、令和７年３月３１日を限り下田川清掃施設組合が解
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散することに伴い、議会の議決を求めるので、全員賛成で可決いたしました。 

 なお、詳細につきましては、議員控室に置いておりますので、御参照いただきますようよろし

くお願いいたします。 

 以上、糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会報告を終わります。 

○議長（松山 力弥）  そのほか、閉会中の活動つきましては、事前に資料を配付しておりますの

で、報告を省略します。 

 議会報告が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はありませんか。癩癩質疑なし

と認めます。 

 ここで休憩をいたします。再開を１１時１５分といたします。 

午前11時08分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時15分再開 

○議長（松山 力弥）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより議事に入りますが、一括議題について、お諮りします。 

 議案第２５号から議案第２９号までの５議案は、それぞれ関連議案でありますので、一括議題

とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、一括議題にすることに決定しました。 

 次に、議案第１６号及び諮問第１号については、議会運営委員会報告にありましたように、提

案理由の説明後、本日採決を行いたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、本日採決することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第６号 
○議長（松山 力弥）  日程第５、議案第６号須恵町宿泊税交付金基金条例の制定についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第６号須恵町宿泊税交付金基金条例の制定についてでございます。 

 提案理由といたしまして、福岡県からの福岡県宿泊税を財源とし、本町における観光の振興を

支援するため、当該条例を制定する必要が生じたので、提案するものでございます。 

 概要につきましては、この条例は、須恵町宿泊税交付金基金の積立て、管理運用益金の処理、

繰替運用、処分、委任などを必要な事項を定めるものでございます。 
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 附則で、この条例は公布の日から施行するとしております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第６号を総務建設産業委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第６号を総務建設産業委員会に付託

します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．議案第７号 
○議長（松山 力弥）  日程第６、議案第７号須恵町監査委員条例の一部を改正する条例を議題と

します。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第７号須恵町監査委員条例の一部を改正する条例についてでござ

います。 

 この条例について、別紙のとおり提出するものでございます。 

 提案理由として、地方自治法の一部を改正する法律が令和５年５月８日に公布され、令和６年

４月１日等から施行されたことに伴い、当該条例の一部を改正する必要が生じたので提案するも

のでございます。内容につきましては、上位法である地方自治法の一部改正により条ずれが生じ、

職員の賠償責任に関する規定の引用条項を改正するものでございます。 

 附則で、この条例は公布の日から施行するとしております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第７号を総務建設産業委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第７号を総務建設産業委員会に付託

します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．議案第８号 
○議長（松山 力弥）  日程第７、議案第８号須恵町上水道給水条例の一部を改正する条例を議題

とします。 
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 提案理由の説明を求めます。権藤上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第８号須恵町上水道給水条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 提案理由は、民法第１６６条の規定に準ずる料金債権の放棄に関する規定を追加し、水道料金

の延滞金に関する規定を遅延損害金に関する規定に改めるため、当該条例の一部を改正する必要

が生じたので提案するものでございます。 

 今回の改正は、第３５条の次に民法第１６６条の規定により、消滅事項が完成した水道料金債

権について、これを放棄することができる規定を追加し、第３７条の延滞金に関する規定を、遅

延損害金に関する規定に改めるものです。 

 附則といたしまして、第１項施行期日でこの条例は公布の日から施行する。また、第２項適用

区分でこの条例による改正後の第３５条の２の規定は、この条例の施行期日以降に消滅事項が完

成した料金に係る債権について適用するとしております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第８号を総務建設産業委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第８号を総務建設産業委員会に付託

します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．議案第９号 
○議長（松山 力弥）  日程第８、議案第９号権利の放棄についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。権藤上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第９号権利の放棄についてでございます。 

 下記のとおり権利を放棄したいので、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により、議会

の議決を求めるものです。 

 １、放棄する権利、水道料金債権。 

 ２、債権額１,８０４万６,１９６円。 

 ３、債権者数１,３７４人。 

 ４、債権の概要、調定年度ごとの放棄の理由、債権者数、金額は、記載のとおりでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第９号を総務建設産業委員会に付託したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第９号を総務建設産業委員会に付託

します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．議案第１０号 
○議長（松山 力弥）  日程第９、議案第１０号町道路線の認定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。中牟田都市整備課長。 

○都市整備課長（中牟田 健）  議案第１０号町道路線の認定についてでございます。 

 道路法第８条第２項の規定により、別紙、町道路線を認定したいので、本議会の議決を求める

ものでございます。 

 提案理由は、町道路線網の整備を図るため、町道路線の認定の必要が生じたので提案するもの

でございます。今回路線の認定は７路線でございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 認定路線でございます。路線番号１、路線番号その他の町道７１９号、路線名中園８号線、起

点上須恵字中園６５０番７地先から終点同じく６４８番７地先まで、延長８８.２メートル、最

大幅員１０.４メートル、最小幅員６メートル、外６路線の認定について記載しております。こ

れらは、民間開発の宅地分譲等において公衆用道路として寄附を受けた道路、筑紫野古賀線拡幅

工事の取付道路、付け替え道路で、一般公共道路として新規認定を行うものでございます。 

 これらの路線図を３ページから９ページに添付しております。 

 以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１０号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１０号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．議案第１１号 
○議長（松山 力弥）  日程第１０、議案第１１号令和６年度須恵町一般会計補正予算（第９号）
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を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案書の１ページをお願いします。 

 議案第１１号令和６年度須恵町一般会計補正予算（第９号）についてでございます。 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、別冊のとおり提出するので、本議会の議決を求め

るものでございます。内容につきましては、令和６年度歳入歳出補正予算書で説明をいたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和６年度須恵町の一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算

の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億４,０４１万３,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を１３７億２,３８０万９,０００円とするものでございます。 

 第２項、歳入歳出の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の金額は、第１表、

歳入歳出予算補正による。第２条で地方債の追加変更は、第２表、地方債予算補正による。第

３条で債務負担行為の追加変更は、第３表、債務負担行為補正による。第４条で繰越明許費の追

加は、第４表、繰越明許費補正によるとしています。 

 補正予算書の２ページをお願いいたします。 

 まず、歳入からでございます。 

 年度末の補正でございますので、町税、国県補助金、町債など決定額あるいは見込みで増減補

正を全体的に計上しております。 

 主なものを申し上げます。 

 １款１項町民税は、決算見込みにより６,５００万円、２項固定資産税は７,５００万円、３項

軽自動車税は３２０万円の増額補正をしております。 

 ９款１項地方特例交付金は、定額減税減収特例補填交付金などにより１,８８８万５,０００円

の増額補正。 

 １０款１項地方交付税は、普通交付税決定額に合わせまして１億４,７９３万１,０００円を増

額補正しております。 

 １２款１項負担金は、決算見込みにより減額補正。 

 １４款１項国庫負担金は、施設型給付費等国庫負担金や児童手当等国庫負担金など決定額によ

り増額補正。２項国庫補助金は、学校施設改善交付金などの決定額により増額補正です。 

 １５款１項県負担金及び２項県補助金は、決定額により減額補正をしております。 

 １７款１項寄附金は、主にふるさと応援寄附金の決算見込みにより２億８,６０５万円の減額

補正。 

 １８款１項繰入金は、財政調整基金繰入金及び森林環境譲与税基金繰入金の減額補正をしてお
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ります。 

 ３ページをお願いします。 

 ２０款３項雑入は、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金の減額などで１,３０８万

１,０００円の減額補正。 

 ２１款１項町債は、契約額の決定などにより３億２,８１７万７,０００円の増額補正です。 

 続いて、４ページ、歳出でございます。 

 歳出につきましては、各費目ともに決算見込みにより増減額補正を行っております。 

 主なものを申し上げます。 

 ２款１項総務管理費３億５７０万２,０００円の減額は、ふるさと応援寄附金事業及びふるさ

と応援寄附金積立金の減額のほか、各費目の決算見込みによる増減補正でございます。 

 ３款１項社会福祉費８,７４３万８,０００円の減額は、低所得世帯支援給付金事業や国民健康

保険特別会計繰出金などの減額補正。 

 ３款２項児童福祉費７,６２１万９,０００円の減額は、児童手当や須恵みなみ幼児園運営事業

などの決算見込みによる減額補正です。 

 ４款１項保健衛生費７,５２４万７,０００円の減額は、予防接種事業や母子保健事業などが減

額補正です。 

 ４款２項清掃費は、須恵町外二ケ町清掃施設組合負担金の減額などで１億４万５,０００円の

減額補正。 

 ８款５項下水道費５,８４６万７,０００円の減額は、下水道事業会計繰出金の減額補正となり

ます。 

 ５ページをお願いします。 

 １０款２項小学校費は、第一小学校の長寿命化改良工事請負費などで４億６,１７５万

７,０００円の増加補正です。 

 ６ページをお願いします。 

 第２表、地方債補正、追加が１件で起債の目的、須恵第一小学校長寿命化事業債、限度額３億

９,７３０万円、起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりでございます。 

 次に、変更が９件で、全額限度額の変更です。起債の方法、利率、償還方法の変更はございま

せん。 

 ７ページをお願いします。 

 第３表、債務負担行為補正、１、追加が２件、須恵町外二ケ町清掃施設組合負担金、令和６年

度借入債償還分及び須恵町外二ケ町清掃施設組合に対する一時借入金に係る債務保証で、期間、

限度額は記載のとおりでございます。 
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 次に、変更が１件です。住民基本台帳ネットワークシステム賃貸借限度額を１,３８９万円か

ら１,５０６万９,０００円に変更するものです。期間に変更はありません。 

 ８ページをお願いします。 

 第４表、繰越明許費補正、追加が４件で、合計５億４０９万２,０００円を次年度へ繰越すも

のでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１１号を議長除く１１人で構成する予算

審査特別委員会を設置し付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１１号を予算審査特別委員会に付

託します。 

 なお、正・副委員長については、調整ができておりますので、御報告します。 

 委員長に田ノ上真君、副委員長に稲永辰巳君であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．議案第１２号 
○議長（松山 力弥）  日程第１１、議案第１２号令和６年度須恵町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。百田住民課長。 

○住民課長（百田  敦）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第１２号令和６年度須恵町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）についてでございま

す。 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、別冊のとおり提出し、本議会の議決を求めるもの

です。内容につきましては、別冊の令和６年度歳入歳出補正予算書で説明いたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和６年度須恵町の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額を増減なしとし、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ２９億８,３７４万３,０００円とするものです。 

 第２項で、款項の区分及び金額は、次のページの第１表、歳入歳出予算補正によるとしていま

す。 

 ２ページをお願いいたします。 

 主なものを申し上げます。歳入です。 
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 １款１項国民健康保険税１,２５５万円の増額は、保険税収入の決算見込みによるものです。 

 ４款１項県補助金９５万２,０００円の減額は、特別交付金の交付決定通知による特別調整交

付金等の減額によるものです。 

 ５款１項他会計繰入金１,２１１万７,０００円の減額は、保険基盤安定繰入金等の減額による

ものです。 

 ７款１項延滞金、加算金及び過料５０万円の減額は、国保税滞納延滞金の収入済額による補正

をしております。３項雑入１１９万６,０００円の増額は、一般被保険者第三者納付金と一般被

保険者返納金の決算見込みによる増額です。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１２号を文教厚生委員会に付託したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１２号を文教厚生委員会に付託し

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．議案第１３号 
○議長（松山 力弥）  日程第１２、議案第１３号令和６年度須恵町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。百田住民課長。 

○住民課長（百田  敦）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第１３号令和６年度須恵町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）についてでござい

ます。 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、別冊のとおり提出し、本議会の議決を求めるもの

です。内容につきましては、別冊の令和６年度歳入歳出補正予算書で説明いたします。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和６年度須恵町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額にそれぞれ３,５８６万９,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億２,２３０万７,０００円とするものです。 

 第２項で款項の区分及び金額は、次のページの第１表、歳入歳出予算補正によるとしています。 

 次の２ページをお願いいたします。歳入です。 

 主なものを申し上げます。 
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 １款１項後期高齢者医療保険料１,０９０万円の増額は、令和７年１月末の調定額及び収納率

により算定しました、決算見込みによる補正です。 

 ３款１項他会計繰入金８０８万４,０００円の減額は、基盤安定繰入金の確定によるものです。 

 ４款１項繰越金３,１０５万９,０００円の増額は、前年度の保険料繰越金２,０９３万

２,０５０円を含めた補正です。 

 ５款４項雑入２００万円の増額は、前年度事務費負担金の返還金です。 

 次に歳出です。３ページをお願いいたします。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金３,５８６万９,０００円の増額は、歳入予算の保険料、

前年度保険料繰越金などの合計で、福岡県後期高齢者医療広域連合へ納付します負担金の補正と

なります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１３号を文教厚生委員会に付託したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１３号を文教厚生委員会に付託し

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．議案第１４号 
○議長（松山 力弥）  日程第１３、議案第１４号令和６年度須恵町水道事業会計補正予算（第

３号）議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。権藤上下水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第１４号令和６年度須恵町水道事業会計補正予算（第３号）についてでございます。 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、別冊のとおり提出し、本議会の議決を求めるもの

でございます。内容につきましては、令和６年度水道事業会計補正予算（第３号）で説明いたし

ます。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条、令和６年度須恵町の水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、予算、第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 支出、第１款水道事業費、補正額３８０万円を減額し、補正後の額を６億４,２５２万

５,０００円とするものでございます。これは主に、決算見込みによる委託料の減によるもので
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す。 

 第３条、予算、第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入、第１款資本的収入、補正額９６５万２,０００円を減額し、補正後の額を５８４万

８,０００円とするものでございます。これは、下水道工事に伴う工事補償負担金の減によるも

のです。 

 支出、第１款資本的支出、補正額１,１２０万円を減額し、補正後の額を２億１,４２７万

９,０００円とするものでございます。これは、決算見込みによる工事請負費の減によるもので

す。 

 また、第３条の括弧書きで資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億８４３万

１,０００円は、損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補填するとして

おります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１４号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１４号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．議案第１５号 
○議長（松山 力弥）  日程第１４、議案第１５号令和６年度須恵町下水道事業会計補正予算（第

２号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。権藤上水道課管理担当課長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第１５号令和６年度須恵町下水道事業会計補正予算（第２号）についてでございます。 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、別冊のとおり提出し、本議会の議決を求めるもの

でございます。内容につきましては、令和６年度下水道事業会計補正予算（第２号）で説明いた

します。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条、令和６年度須恵町の下水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、予算、第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入、第１款下水道事業収益、補正額４,８４６万７,０００円を減額し、補正後の額を１１億
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７,３５６万１,０００円とするものでございます。これは、決算見込みによる他会計負担金及び

他会計補助金の減によるものです。 

 支出、第１款下水道事業費、補正額１,３６２万２,０００円を減額し、補正後の額を７億

９,５６０万５,０００円とするものでございます。これは主に、決算見込みによる委託料及び修

繕料の減によるものです。 

 第３条、予算、第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収入、第１款資本的収入、補正額７,７８２万８,０００円を減額し、補正後の額を４億

１,８４４万７,０００円とするものでございます。これは主に、決算見込みによる企業債借入金、

他会計補助金の減及び国庫補助金の交付決定による減によるものです。 

 支出、第１款資本的支出、補正額６,０８２万８,０００円を減額し、補正後の額を７億

６,１５３万５,０００円とするものでございます。これは主に、決算見込みによる下水道管等移

設補償費及び工事請負費の減によるものです。 

 また、第３条の括弧書きで、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億４,３０８万

８,０００円は、損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税、資本的収支調整額で補填するとし

ております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１５号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１５号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１５．議案第１６号 
○議長（松山 力弥）  日程第１５、議案第１６号福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第１６号福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更についてでございます。 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、令和７年３月３１日を限り、福岡県市町村職員退

職手当組合から下田川清掃施設組合を脱退させ、令和７年４月１日から福岡県市町村職員退職手

当組合規約を別紙のとおり変更するものでございます。 
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 提案理由として、令和７年３月３１日を限り、下田川清掃施設組合が解散されることに伴い、

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数を減少し、福岡県市町村職員退職手

当組合規約を変更するため、地方自治法第２９０条の規定により提案するものでございます。 

 附則で、この規約は令和７年４月１日から施行するとしております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、これより討論に入ります。討論はありません

か。癩癩討論なしと認めます。よって、議案第１６号について採決に入ります。議案第１６号を

原案のとおり可決することに御賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、議案第１６号福岡県市町村職員退職手当組

合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．議案第１７号 
○議長（松山 力弥）  日程第１６、議案第１７号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整理等に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第１７号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

理等に関する条例の制定についてでございます。 

 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について、別

紙のとおり提出するものでございます。 

 提案理由は、刑法等の一部を改正する法律が、令和４年６月１７日に公布され、令和７年６月

１日等から施行されることに伴い、当該条例を制定する必要が生じたので、提案するものでござ

います。 

 本条例は、刑法等の一部改正に伴い、刑の種類のうち、懲役及び禁錮が廃止され、拘禁刑に統

一されるため、文言の整備を行うものでございます。 

 第１編は、第１条から第７条で、関係条例の一部改正を規定しております。内容はそれぞれの

条例中に規定する懲役または禁錮の文言を拘禁刑に改めるものでございます。 

 第２編は、経過措置を規定しております。 

 第１章では、第８条で罰則の運用等に関する経過措置を。第９条で人の資格に関する経過措置

のうち、刑に処せられた者についての規定を、それぞれ全ての条例に適用する通則として規定し
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ております。 

 第２章では、第９条で規定した人の資格に関する経過措置のうち、刑に処せられた者以外の者、

起訴された者等を資格要件とした一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正に伴う経過措置

を第１０条で規定しております。 

 附則で、この条例は令和７年６月１日から施行するとしております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１７号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１７号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．議案第１８号 
○議長（松山 力弥）  日程第１７、議案第１８号須恵町附属機関の設置に関する条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。吉本学校教育課長。 

○学校教育課長（吉本 孝治）  議案第１８号須恵町附属機関の設置に関する条例の一部を改正す

る条例についてでございます。 

 須恵町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり提出するも

のでございます。 

 今回の改正は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき設置する、須恵町附属機関に

ワンヘルス推進協議会及び学校運営協議会を追加するものでございます。 

 附則で、この条例は令和７年４月１日から施行するとしています。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１８号を文教厚生委員会に付託したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１８号を文教厚生委員会に付託し

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第１８．議案第１９号 
○議長（松山 力弥）  日程第１８、議案第１９号須恵町行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

等の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第１９号須恵町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例等の一部

を改正する条例についてでございます。 

 須恵町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例等の一部を改正する条例について、別紙のとお

り提出するものでございます。 

 今回の改正は、情報通信技術の活用により、行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行

政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律が、令

和６年６月７日に公布され、令和７年４月１日等から施行されることに伴い、行政手続における

特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第２条に項ずれが生じたため、本条例及

び須恵町税条例中の当該引用箇所を改正しております。 

 附則で、この条例は令和７年４月１日から施行するとしております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第１９号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第１９号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１９．議案第２０号 
○議長（松山 力弥）  日程第１９、議案第２０号須恵町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第２０号須恵町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例についてでございます。 

 須恵町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり提
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出するものでございます。 

 今回の改正は、育児休業、介護休業等、育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律が、令和６年５月３１日に公布され、令和

７年４月１日等から施行されることに伴い、育児のための時間外勤務の制限の対象者を３歳に満

たない子を養育する職員から小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員へと拡大し、介

護離職防止のための意向確認及び環境整備に関する規定を追加するもので、併せて文言の修正及

び追加を行っております。 

 附則第１条で、この条例は令和７年４月１日から施行する。ただし、２条の規定は公布の日か

ら施行するとしています。 

 附則第２条で、令和７年４月１日以降に、時間外勤務制限を行おうとする職員は、施行日前に

おいても規則の定めるところにより、当該請求を行うことができるとしております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第２０号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第２０号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．議案第２１号 
○議長（松山 力弥）  日程第２０、議案第２１号須恵町職員の育児休業等に関する条例の一部を

改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第２１号須恵町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例についてでございます。 

 須恵町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり提出する

ものでございます。 

 今回の改正は、育児休業、介護休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及

び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律が、令和６年５月３１日に公布され、令和

７年４月１日等から施行されることに伴い、本条例中の上位法引用箇所の改正及び文言の追加を

行っております。 

 附則で、この条例は令和７年４月１日から施行するとしております。 
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 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第２１号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第２１号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．議案第２２号 
○議長（松山 力弥）  日程第２１、議案第２２号一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第２２号一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例についてでございます。 

 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について、別紙のとおり提出するも

のでございます。 

 今回の改正は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律が、令和６年１２月

２５日に公布され、令和７年４月１日等から施行されることに伴い、関連する６つの条例を改正

するものです。 

 改正の主な内容は、扶養手当について、配偶者に対する扶養手当６,５００円を廃止し、子に

対する扶養手当を１万円から１万３,０００円引き上げること、通勤手当の上限額を最大１１万

円から１５万円に引き上げること、管理監督職員特別勤務手当の支給対象時間帯を拡大し、平日

深夜午前０時からとしているところを午後１０時からとすること、定年前再任用短時間勤務職員

への住居手当の支給を可能とすることなどで、併せて給料表の改正及び文言の修正を行うもので

す。 

 附則で、この条例は令和７年４月１日から施行するとしています。また、給料表の改正に伴う

号級の切替えと扶養手当の経過措置について定めております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第２２号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第２２号を総務建設産業委員会に付

託します。 

 ここで昼食休憩をいたします。再開を午後１時といたします。 

午後０時02分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（松山 力弥）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ここで、執行部から議案の訂正の申出があっておりますので、発言を許可します。 

 権藤上下水道管理担当課長。自席で結構です。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  先ほど私が提案理由の説明をいたしました議案第９号

権利の放棄について、修正箇所がございましたので、この場をお借りしまして、言葉の修正のお

願いと謝罪をさせていただきます。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 ３、債権者数１,３７４人と書いておりますけれども、こちらの債権者が、申し訳ありません、

債務者になります。 

 その下、４、債権の概要の表の一番上ですけれども、こちらも真ん中の債権者数、こちらが債

務者数の変更になります。 

 すみません。議案書の３ページをお願いいたします。 

 ５、債権放棄の理由の欄で、一番上の本人死亡の冒頭部分で、債権者本人のところが、債務者

本人に変更をお願いいたします。 

 その下、所在不明の冒頭文も、債権者の所在が債務者の所在に変更をお願いいたします。同じ

く、無資力の欄も債権者の資力が債務者に変更をいただき、そのまま右に行っていただきまして、

債権を履行する見込みのところも債務に変更をお願いいたします。 

 以上でございます。誠に申し訳ございませんでした。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  ただいま申出があった議案第９号の訂正について、許可することに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第９号について訂正いたします。 

 なお、差し替えは後日タブレットで行います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．議案第２３号 
○議長（松山 力弥）  日程第２２、議案第２３号須恵町地域防災施設設備条例の一部を改正する
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条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第２３号須恵町地域防災施設設置条例の一部を改正する条例につ

いて、別紙のとおり提出するものでございます。 

 提案理由としまして、須恵町地域防災施設に中部防災センターを追加するため、当該条例の一

部を改正する必要が生じたので提案するものでございます。 

 附則で、この条例は令和７年４月１日から施行するとしております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第２３号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第２３号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．議案第２４号 
○議長（松山 力弥）  日程第２３、議案第２４号須恵町非常勤消防団員に係る退職報酬金の支給

に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案第２４号須恵町非常勤消防団員に係る退職報酬金の支給に関する

条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 提案理由として、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を改正する

政令が令和６年１２月２７日に公布され、令和７年４月１日から施行されることに伴い、当該条

例の一部を改正する必要が生じたので提案するものでございます。 

 内容としましては、非常勤消防団員の処遇改善を図るため、消防団員等公務災害補償等共済基

金等が市町村に支払う消防団員退職報酬金の勤務年数区分に、新たに３５年以上の区分を追加す

るものでございます。 

 附則で、この条例は令和７年４月１日から施行するとしています。 

 経過措置としまして、条例別表の規定は、令和７年４月１日以降に退職した非常勤消防団員に

ついて適用し、同日前に退職した非常勤消防団員については、なお従前の例によるとしておりま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はあ

りませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第２４号を総務建設産業委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第２４号を総務建設産業委員会に付

託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２４．議案第２５号 
日程第２５．議案第２６号 
日程第２６．議案第２７号 
日程第２７．議案第２８号 
日程第２８．議案第２９号 

○議長（松山 力弥）  日程第２４、議案第２５号令和７年度須恵町一般会計予算の提出について、

日程第２５、議案第２６号令和７年度須恵町国民健康保険特別会計予算の提出について、日程第

２６、議案第２７号令和７年度須恵町後期高齢者医療特別会計予算の提出について、日程第２７、

議案第２８号令和７年度須恵町水道事業会計予算の提出について、日程第２８、議案第２９号令

和７年度須恵町下水道事業会計予算の提出について。以上、５議案を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。まず、議案第２５号について、諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  議案書の１ページをお願いします。 

 議案第２５号、令和７年度須恵町一般会計予算の提出についてでございます。 

 地方自治法第２１１条の規定により、一般会計予算を別冊のとおり提出するので、本議会の議

決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、令和７年度一般会計歳入歳出予算書で説明いたします。 

 予算書の５ページをお願いいたします。 

 令和７年度須恵町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３６億９,０００万円と

定める。前年度と比較しますと７億９,０００万円、６.１％の増となっております。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算による。 

 地方債、第２条、地方債の起債目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は、第２表、地

方債による。 

 債務負担行為、第３条、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、第

３表、債務負担行為による。 
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 一時借入金、第４条で、一時借入金の借入れの最高額を６億円と定める。 

 歳出予算の流用、第５条で、給料、職員手当等の人件費については、同一款内で流用できる旨

を規定しております。 

 それでは、７ページの第１表、歳入歳出予算をお願いします。 

 歳入予算額の中から、構成比が多いものから順に３つほど、前年度と比較しながら申し上げま

す。 

 まず、歳入予算で一番大きな割合を示します第１款町税は、３６億９,６０４万１,０００円、

歳入全体の２７.０％で、対前年度比３億３,０３９万５,０００円、率で９.８％の増収を見込ん

でおります。 

 次に、８ページをお願いします。 

 １０款地方交付税は２３億２,１００万円、歳入全体の１６.９％で、対前年度比１億

９,２００万円、率で９.０％の増となっております。これは、ＤＸ防災減災対策の推進や、地方

公共団体の施設の光熱費や施設管理の委託料の増加に対応するための経費、また、常勤職員及び

会計年度任用職員に係る給与改定の対応などにより、基準財政需要額が増となるため、普通交付

税の増額を見込んでおります。 

 １４款国庫支出金は２５億１,２９６万８,０００円、歳入全体の１８.４％で、児童手当国庫

負担金や、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、就学前教育保育施設整備交付金、公立学

校施設整備費国庫負担金などの増額を見込んでいます。 

 以上の町税、地方交付税、国庫支出金で歳入予算の６２.３％となります。 

 その他、対前年度比で大きく増額しているところを申し上げます。 

 ３款利子割交付金２００万円、対前年度比１００万円、１００％の増。 

 ５款株式譲渡所得割交付金２,３００万円、対前年度比１,０００万円、７６.９％の増。 

 １６款財産収入５,３８０万３,０００円、対前年度比７６８万３,０００円、１６.７％の増で

す。 

 ２０款諸収入２億９,５６１万３,０００円、対前年度比１億２,６９７万１,０００円で、

７５.３％の増です。 

 以上が主な歳入ですが、安定的な財政運営に必要な財源と言われます１款の町税から１０款の

地方交付税、いわゆる一般財源の割合は５０.５％、０.２ポイント増加しております。 

 次に、１０ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 歳入と同様に、構成比が大きいものから順に４つほど前年度と比較しながら申し上げます。 

 まず、３款民生費は５６億８,２０４万６,０００円、歳出全体の４１.５％となっています。
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対前年度比較は７億７,８２５万４,０００円、１５.９％の増となります。児童手当や保育所等

整備事業費補助金、障害者支援費、自立支援給付費や保育士派遣業務委託料などが増となってお

ります。 

 次に、２款総務費２７億２,２１３万９,０００円、歳出全体の１６.７％、対前年度と比較し

まして３億８,９０６万７,０００円、１６.７％の増となります。定額減税補足給付金や自治体

クラウドサービス提供業務委託料、バス運行委託料などが増になっています。 

 次に、１０款教育費１６億６,６７１万４,０００円、歳出全体の１２.２％となっています。

対前年度比較２億７,７３２万８,０００円、２０.０％の増となります。校舎増改築工事請負費

や体育館空調整備工事請負費などの新規事業がございます。 

 次に、４款衛生費１２億８,８６１万７,０００円、歳出全体の９.４％、対前年度比

１,６６３万２,０００円、１.３％の減となります。定期予防接種業務委託料などが減となって

おります。 

 次に、歳出予算を性質別に見て、構成比が大きいものを４つほど申し上げます。 

 まず、扶助費３５億３,７９３万９,０００円、歳出全体の２５.８％となっています。児童手

当、障害者支援費、自立支援給付などが増加しています。対前年度比較５億４,４５７万

３,０００円、１８.２％の増額です。 

 次に、物件費３１億３,７８７万２,０００円、歳出全体の２２.９％となっております。自治

体クラウドサービス提供業務委託料、バス運行委託料、高齢者新型コロナ予防接種業務委託料、

ＩＣＴ環境整備備品購入費などが増加しています。前年度と比較しまして３億６,２２３万

５,０００円、１３.１％の増額です。 

 次に、補助費２０億７,８１１万３,０００円、歳出全体の１５.２％となっています。定額減

税補足給付金や保育所等整備事業費補助金などが増加しています。対前年度比２億３,４８４万

円、１２.７％の増額です。 

 次に、人件費１６億７８３万円、歳出全体の１１.８％となっています。９,４１４万

２,０００円、６.２％の増額です。 

 次に、１２ページ、第２表、地方債でございます。 

 地方債は８件、限度額の合計は５億５,４７０万円です。起債の方法は証書借入れ、利率は

４.０％以内、償還の方法は記載のとおりです。 

 １３ページをお願いします。 

 第３表、債務負担行為でございます。債務負担行為は５件、限度額の合計は４億３,１８４万

９,０００円、期間については記載のとおりでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（松山 力弥）  冒頭、提案理由の説明を求めるときに、議案第２５号を２６号と間違えま

したので、訂正させて頂きます。誠に、申し訳ございませんでした。 

 次に、議案第２６号及び議案第２７号について。百田住民課長。 

○住民課長（百田  敦）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第２６号、令和７年度須恵町国民健康保険特別会計予算の提出についてでございます。 

 地方自治法第２１１条の規定により、別冊のとおり提出し、本議会の議決を求めるものです。 

 内容につきましては、別冊の令和７年度特別会計歳入歳出予算書で説明いたします。 

 予算書の５ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２８億９,２００万円と定

める。 

 ２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算によるとし

ています。 

 歳入でございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 主なものを御説明させていただきます。 

 １款１項国民健康保険税４億６,６０８万７,０００円、対前年度との予算額比較で

２,０５５万円、４.２％の減です。令和６年度中の被保険者数の推移と調定額を基に計上してお

ります。 

 ４款１項県補助金２１億８,２５４万７,０００円、対前年度比較は３,７５１万３,０００円、

１.７％の減でございます。これは、保険給付費等県交付金で、市町村が行う保険給付に必要な

費用を県が交付するものです。 

 ５款１項他会計繰入金２億３,９２０万５,０００円、対前年度比較、２,３８８万７,０００円、

９.１％の減でございます。被保険者数の減少に伴い、保険基盤安定繰入金等が減になっており

ます。 

 続きまして、８ページ、９ページの歳出をお願いいたします。 

 歳出の主なものを申し上げます。 

 １款総務費２,６２０万３,０００円、対前年度比較６.７％の増です。制度改正、郵便料金の

改定等により、通信運搬費等が増になっております。総務費は、人件費が主なものですが、健康

保険に関する資格や給付管理のための事務費でございます。 

 ２款保険給付費２１億３,３３９万９,０００円、対前年度比較１.８％の減です。 

 １款療養諸費、２款高額医療費が主なものですが、被保険者の減少に伴い減となっております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金６億９,１９０万１,０００円、対前年度比較６.３％の減です。
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こちらは、県全体の保険給付費について、国、県等の公費で賄われない部分を県内市町村で分か

ち合う制度で、それぞれの市町村の医療水準や所得水準、年齢構成等で算定された額を県に納付

するものでございます。 

 ５款保健事業費３,７４２万６,０００円、対前年度比較９.７％の増です。いずれも、生活習

慣病を中心とした疾病予防と、医療費の伸びを抑制するための保健事業費予算、特定健康診査委

託料及び受診率向上に向けた事業予算を計上しております。 

 国民健康保険特別会計は、以上でございます。 

 続けて、議案第２７号でございます。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第２７号令和７年度須恵町後期高齢者医療特別会計予算の提出についてでございます。 

 地方自治法第２１１条の規定により、別冊のとおり提出し、本議会の議決を求めるものです。 

 内容につきましては、別冊の令和７年度特別会計歳入歳出予算書で説明をいたします。 

 予算書の５３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億１,９００万円と定め

る。 

 第２項歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算によるとして

おります。 

 ５５ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 主なものを説明いたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料３億７,５８０万円、対前年度比較８.１％の増でございます。

これは、福岡県後期高齢者医療広域連合が試算しました額を計上しております。 

 ３款１項他会計繰入金１億４,３１１万２,０００円、対前年度比較３.４％の増でございます。

内容は、人件費を含む事務費に係ります繰入金と保険料軽減分に相当いたします保険基盤安定繰

入金を計上しております。 

 ５６ページをお願いいたします。 

 歳出の主なものを申し上げます。 

 １款１項総務管理費９８４万７,０００円、対前年度比較２.２％の増で、内容は職員人件費が

主なものでございます。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金５億６７９万円、対前年度比較６.８％の増でござい

ます。 

 内容は、歳入の保険料、保険基盤安定繰入金などで収納したものを広域連合へ納付するもので、
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被保険者の増加に伴い増額となっております。 

 以上、令和７年度後期高齢者医療特別会計の主な予算でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（松山 力弥）  次に、議案第２８号及び議案第２９号について、権藤上下水道管理担当課

長。 

○上下水道課管理担当課長（権藤 武範）  議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第２８号令和７年度須恵町水道事業会計予算についてでございます。 

 地方自治法第２１１条の規定により、水道事業会計予算を別冊のとおり提出するので、本議会

の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、令和７年度水道事業会計予算書で説明いたします。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 第１条、令和７年度須恵町の水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量。業務の予定量は、次のとおりとする。 

 １、給水戸数１万１,６００戸、こちらは前年度と同数です。 

 ２、年間総給水量２８５万９,０００立方メートル、前年度比２.８％増の見込みです。 

 ３、年間有収水量２７２万４,０００立方メートル、前年度比２.４％増の見込みです。 

 ４、１日平均給水量７,８３２立方メートル、前年度比２.８％増の見込みです。 

 ５、建設改良事業費２億２９９万８,０００円、前年度比４１.４％増の見込みです。 

 第３条、収益的収入及び支出、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入、第１款水道事業収益６億８,００６万８,０００円、前年度比０.６％の増、これは水道

使用料の増によるものです。 

 支出、第１款水道事業費６億２,１４２万３,０００円、前年度比１.６％の減、これは主に新

砂入替業務を隔年実施としており、令和７年度は未実施であるためです。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第４条、資本的収入及び支出、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入、第１款資本的収入２,９１５万５,０００円、前年度比８８.１％の増、これは下水道工

事に伴う工事負担金の増によるものです。 

 支出、第１款資本的支出２億８,６２９万円、前年度比２７％の増、これは配水管等施設改良

工事及び下水道工事に伴う工事請負金の増によるものです。 

 また、第４条の括弧書きで、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億５,７１３万

５,０００円は、損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税、資本的収支調整額で補填するとし

ております。 
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 第５条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、次に上げる経費については、

その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費に流用する

場合は、議会の議決を経なければならない。 

 １、職員給与費９,３３０万円。 

 ２、交際費１０万円。 

 第６条、たな卸資産の購入限度額、棚卸資産の購入限度額は７００万円と定める。こちらは水

道メーターの購入の限度額です。 

 水道事業会計は、以上でございます。 

 続きまして、議案第２９号についてでございます。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 

 議案第２９号令和７年度須恵町下水道事業会計予算についてでございます。 

 地方自治法第２１１条の規定により、下水道事業会計予算を別冊のとおり提出するので、本議

会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、令和７年度下水道事業会計予算書で説明いたします。 

 予算書の３ページをお願いいたします。 

 第１条、令和７年度須恵町の下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量、業務の予定量は次のとおりとする。 

 １、年間総処理水量２１６万１,２０６立方メートル、前年度比９.１％増の見込みです。 

 ２、排水戸数９,１２９戸、前年度比２.１％増の見込みです。 

 ３、建設改良事業費５億９９８万４,０００円、前年度比３９.７％増の見込みです。 

 第３条、収益的収入及び支出、収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

 収入、第１款下水道事業収益９億２,６６２万３,０００円、前年度比２４.２％の減。これは

主に一般会計からの出資金の減によるものです。 

 支出、第１款下水道事業費７億９,４１１万６,０００円、前年度比１.９％の減。これは主に

マンホールポンプの修繕費の減によるものです。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第４条、資本的収入及び支出、資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

 収入、第１款資本的収入６億３,００１万９,０００円、前年度比２６.９％の増。これは主に

公共下水道事業債の借入額増によるものです。 

 支出、第１款資本的支出９億６,５１１万２,０００円、前年度比１７.４％の増。これは主に

管渠築造工事費の増によるものです。 

 また、第４条の括弧書きで、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億３,５０９万
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３,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３,０７９万７,０００円、当

年度分損益勘定留保資金２億２,５９３万３,０００円、利益剰余金処分額７,８３６万

３,０００円で補填するとしております。 

 第５条、企業債、起債の目的は合計４件で、限度額の合計は４億５,９８０万円。起債の方法、

利率及び償還の方法は記載のとおりとなっております。 

 第６条、一時借入金、一時借入金の限度額は１億円と定める。 

 第７条、議会の議決を経なければ、流用することのできない経費。次に上げる経費については、

その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ以外の経費をその経費に流用する

場合は、議会の議決を経なければならない。 

 １、職員給与費４,０１９万２,０００円。 

 第８条、他会計からの補助金、下水道事業に助成するため、他会計からこの会計へ補助を受け

る金額は４億１,０００万円とする。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。よって、議案第２５号から議案第２９号までについては、

先ほど設置した予算審査特別委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、議案第２５号から議案第２９号までは、

予算審査特別委員会に付託することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２９．諮問第１号 
○議長（松山 力弥）  日程第２９、諮問第１号人権擁護委員の推薦についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。平松町長。 

○町長（平松 秀一）  諮問第１号人権擁護委員の推薦について。 

 人権擁護委員に下記の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、本議

会の意見を求める。 

 住所、須恵町大字上須恵７７６番地３、氏名、岡本省二、生年月日、昭和３０年１月１日、任

期、令和７年７月１日から令和１０年６月３０日まで。 

 提案理由の説明といたしまして、人権擁護委員、岡本省二氏が令和７年６月３０日をもって任

期満了のため、その後任を推薦するため提案するものでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑あり

ませんか。癩癩質疑なしと認めます。 
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 お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略し、採決に入りたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。 

 討論を省略し、諮問第１号について採決に入ります。本案に御賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（松山 力弥）  起立全員であります。よって、諮問第１号人権擁護委員の推薦については、

原案のとおり賛成することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（松山 力弥）  以上で、本日の議事日程は全て終了しました。 

 本会議終了後、午後１時４５分より広報特別委員会を開催しますので、第３委員会室に御集合

を願います。 

 次の本会議は、３月６日午前１０時から行います。 

 本日は、これで散会します。 

午後１時34分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 


